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論    文    の    要    旨 
  
 超伝導量子干渉計(SQUID)は超高感度磁束検出器として知られているが、既存の SQUID 顕微鏡の多
くは空間分解能が10 μm以上であった。ナノメートル構造試料の物性測定のためにはより空間分解能の





ム温度 4 Kで用いることができ、かつ強磁場に対する耐性のおおきいニオブを用いた。弱結合型 SQUID
は集束イオンビーム加工によって作製し、さらに SQUID プローブ先端部を研磨し、測定対象と SQUID と
の間の距離を削減した。走査型 SQUID顕微鏡は、水晶振動子を利用した SQUIDプローブの高さ制御機
構、ピエゾ素子を用いた xyz-３軸微動機構、超伝導磁石を用いて、無冷媒ヘリウムクライオスタット中に構
築した。この走査型 SQUID顕微鏡の性能評価を実施し、幅 2 μmのNb/Auのストライプの像が得られた。
また、SQUIDプローブのノイズは最もよいところで 3.1 nT/√Hzであった。新規の弱結合型 SQUID構造
の電流-電圧特性においてヒステリシスは実用上問題ない程度までに低減された。その結果、新規の弱
結合型 SQUIDプローブは定電流バイアスのもとで磁束-電圧変換素子として用いることが可能となった。 






















審    査    の    要    旨 
 
   本論文は、ニオブ弱結合型超伝導量子干渉計(SQUID)を用いた走査型 SQUID顕微鏡を開発し、そ
の性能評価を行い、二次元電子ガス中の電流密度ベクトルの分布とタングステンカーバイトの超伝導特
性についての行った研究をまとめたものである。従来、ナノサイズの SQUID の研究例はあまりなく、また、














 平成 28年 1月 21日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のも
と、本論文について著者に説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
